
 

 

平成 25 年３月８日 

各 位 

会社名  ヤマハ発動機株式会社 

代表者名 代表取締役社長 柳  弘之 

                      (コード番号：7272 東証第 1部) 

問合せ先 財務部長 石井 武夫 

                        (TEL0538－32－1103) 

 

（訂正）「当社株式の大量取得行為に関する対応策(買収防衛策)の更新に関する 

お知らせ」の一部訂正について 

 

平成 25 年２月 15 日に開示しました「（訂正）『当社株式の大量取得行為に関する対応策

(買収防衛策)の更新に関するお知らせ』の一部訂正について」に追加して訂正すべき事項が

ありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、訂正後の「当社株式の大量取得行為に関する対応策(買収防衛策)の更新に関するお

知らせ」を添付しています。 

 

記 

 

【訂正箇所】 

21 ページ 当社の企業価値委員会の委員に就任予定の遠藤 功氏の略歴の一部 

 

【訂正内容】 

訂正部分に下線を付しています。 

 

（訂正前） 

昭和 62 年 ７月 ボストン・コンサルティング・グループ入社 

昭和 63 年 10 月 アンダーセン・コンサルティング(現アクセンチュア株式会社)入社 

 

（訂正後） 

昭和 63 年 10 月 ボストン・コンサルティング・グループ入社 

平成 ４年 10 月 アンダーセン・コンサルティング(現アクセンチュア株式会社)入社 

 

以上 
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平成 25 年 2 月 14 日 

各 位 

会社名  ヤマハ発動機株式会社 

                      代表者名 代表取締役社長 柳  弘之 

                      (コード番号：7272 東証第 1部) 

問合せ先 財務部長 石井 武夫 

                        (TEL0538－32－1103) 

 

当社株式の大量取得行為に関する対応策(買収防衛策)の更新に関するお知らせ 

 

当社は、平成 19 年 3 月 27 日開催の当社第 72 期定時株主総会におけるご承認に基づ

き、当社の 20％以上の株式の取得行為(下記(注 1)に規定するものをいい、以下｢特定買収

行為｣といいます。)に関する対応策を導入し、平成 22 年 2 月 12 日開催の当社取締役会及

び平成 22 年 3 月 25 日開催の当社第 75 期定時株主総会における株主の皆様のご承認(以下

｢平成 22 年承認決議｣といいます。)に基づき、当該対応策の更新を決議しております。 

当社は、平成 22 年承認決議の有効期間が平成 25 年 3 月 26 日開催予定の第 78 期定時株

主総会(以下｢本定時総会｣といいます。)の終結後最初に開催される取締役会の終結のとき

までとされておりますことを受け、本日開催の当社取締役会におきまして、株主・投資家

保護の観点から当該対応策を一部改定した上で、本定時総会の承認(以下｢本総会承認｣と

いいます。)を得ることを条件に継続することについて決議いたしましたので、お知らせ

いたします。 

 

当該対応策の本年度の改定にあたっては、対応策の迅速な運営を確保するなど株主の皆

様の利益のさらなる保護のため、以下の見直しを行っております(以下改定後の対応策を

｢本プラン｣といいます。)。なお、本プランにおいては、独立性が確保された社外役員 4

名によって企業価値委員会の委員が構成されており、本プランの運用における恣意性を排

除した内容となっております。 

1 情報提供要請期間について、営業日を暦日ベースとする等、可能な限り早期に、企

業価値委員会の検討・審議期間に入るようにしました(後記二 2.参照)。 

2 企業価値委員会の検討・審議期間について、営業日を暦日ベースとし、延長期間に

ついて、上限を 30 日と規定しました。したがって、企業価値委員会の検討・審議

期間は、たとえば対価を円貨の現金のみとした買付上限株数を設けない買収提案の

場合、取締役会による買収提案受領日(又は情報提供要請期間の満了日のいずれか

早い日)から 60 日以内(合理的理由により上限を 30 日とする延長がなされる場合で

あっても、最長で 90 日以内)となります(後記二 2.参照)。 

3 企業価値委員会は、本プランの手続を遵守した買収提案で以下に掲げる事項が全て
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充たされていると認められるものについては、勧告決議を行わなければならないも

のとしました(後記二 2.参照)。 

① 下記のいずれの類型にも該当しないこと 

(a) 株式を買い占め、その株式について当社又はその関係者に対して高値で買

取りを要求する行為 

(b) 当社を一時的に支配して当社の重要な資産等を移転させるなど、当社の犠

牲の下に買収提案者又はそのグループ会社その他の関係者の利益を実現す

る経営を行う行為 

(c) 当社の資産を買収提案者又はそのグループ会社その他の関係者の債務の担

保や弁済原資として流用する行為 

(d) 当社の経営を一時的に支配して将来の事業展開、商品開発等に必要な資産

や資金を減少させてその処分利益をもって一時的な高配当やそれによる株

価の急騰をねらって高値で売り抜けるなど、当社の継続的発展を犠牲にし

て一時的な高い収益その他のリターンを得ようとする行為 

② 当該買収提案に係る取引の仕組み及び内容が、強圧的二段階買付(最初の買付

けで全株式の買付けを勧誘することなく、二段階目の買付条件を不利に設定

し、あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式買付けを行うことをいい

ます。)その他買収に応じることを当社株主に事実上強要するおそれがあるも

のではないこと 

 

なお、当社は現時点において、特定買収行為に関する提案を受けておりません。 

 

(注 1) ｢特定買収行為｣とは次の①又は②のいずれかに該当する行為をいいます。 

① 株券等保有割合(金融商品取引法第 27 条の 23 第 4 項)が 20％以上となる当社の

株券等(金融商品取引法第 27 条の 23 第 1 項)の買付行為及びこれに準ずる行為と

して取締役会で定めるもの(※) 

※ 取締役会が、本日、｢株券等保有割合が 20％以上となる当社の株券等の買付行為及びこ

れに準ずる行為として取締役会で定めるもの｣として決議した内容は以下のとおりです。 

下記(a)ないし(d)のいずれかに該当する行為。なお、下記(a)ないし(d)にかかわら

ず、当社が行う株券等(金融商品取引法第 27 条の 23 第 1 項。以下別段の定めのな

い限り同じ。)の発行又は自己の有する株券等の処分(当社が行う合併、株式交換、

株式移転、会社分割に伴って行われるものを含む。)による当社の株券等の取得行

為は含まれない。 

(a) 金融商品取引法第 27 条の 2 第 1 項本文に規定される｢買付け等｣(株券等(金融

商品取引法第 27 条の 2 第 1 項。)の買付けその他の有償の譲受け及びこれに

類するものとして金融商品取引法施行令第 6 条第 3 項に定める行為をいう。)

によりその者の当社の株券等に係る株券等保有割合が 20％以上となる行為 
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(b) 上記(a)以外の態様で金融商品取引法第 27 条の 23 第 1 項又は第 3 項に規定さ

れる｢保有者｣に該当することで当社の株券等に係る株券等保有割合が 20％以

上となる行為 

(c) 当社の株券等の保有者の共同保有者(金融商品取引法第 27 条の 23 第 5 項)に

該当することで当社の株券等に係る株券等保有割合が 20％以上となる行為 

(d) 当社の株券等の保有者と金融商品取引法第 27 条の 23 第 6 項に定める関係を

有することとなることで当社の株券等に係る株券等保有割合が 20％以上とな

る行為 

 

② 買付け等の後の株券等所有割合(金融商品取引法第 27 条の 2 第 8 項。但し、公開

買付者(金融商品取引法第 27 条の 3 第 2 項)の特別関係者(金融商品取引法第 27

条の 2 第 7 項)の株券等所有割合との合計とします。)が 20％以上となる当社の

株券等(金融商品取引法第 27 条の 2 第 1 項)の公開買付けの開始行為(｢買付け等

の後の株券等所有割合｣は当該公開買付けの公開買付届出書の記載によって判定

されるものとし、公開買付開始公告が行われた日の翌営業日が到来したことを

もって｢特定買収行為を行った｣ものとします。) 
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一 本対応方針の必要性 

 

1. 当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上に向けた取組み 

当社は、｢感動創造企業－世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する｣を企

業目的に、世界各地のグループ企業と一体となって二輪車事業、マリン事業、特機

事業、産業用機械・ロボット事業、その他の事業を展開し、人々の夢を知恵と情熱

で実現し、つねに｢次の感動｣を期待される企業を目指して、お客様の感動創造はも

とより、お客様の感動を自らの感動として受止め、新たな｢付加価値の創造｣に努め

ております。 

当社は、当社の事業領域である、二輪車事業、マリン事業、特機事業等におい

て、多くの世界市場をリードする商品を生み出してまいりました。独自技術の開発

には長期的視野にたった継続的な資源の投入を必要としますが、その過程で得られ

た独創性の高い技術・ノウハウの蓄積、開発努力を通じて獲得された特定の市場分

野における知識・情報、長年にわたる問題解決を通じて醸成された取引先との深い

信頼関係、専門分野に通暁した質の高い人材等は、当社の競争優位性をさらに向上

させており、将来においても当社の企業価値の源泉をなす重要な経営資源であると

考えます。また、当社の活動領域は事業活動のみならず、社会貢献活動、環境保護

活動等に及んでおり、これらがシナジー効果を生むことによってコーポレートブラ

ンドの価値となり、当社のブランド価値や企業価値を築いていると認識しておりま

す。また、当社では、多数の投資家の皆様に長期的に投資を継続していただくため

に、今後も以下に述べる諸施策を通じて当社の企業価値・株主共同の利益の確保・

向上に努めてまいります。 

 

①中期経営計画に基づく企業価値向上の取組み 

当社は、2012 年 12 月 18 日に、2013 年からの中期経営計画を発表しました。 

新しい中期経営計画は、「Ｖ字回復と収益の安定化」を目指した前回の中期経営

計画を発展させ、「事業規模・財務力・企業力の持続的成長を図り、企業価値を高

める」ことを目指すものです。  

数値目標は、2017 年迄に連結売上高２兆円・連結営業利益率 7.5％に到達するこ

とを目指して、2015 年の時点では連結売上高１兆 6,000 億円・連結営業利益率５％

（800 億円）を達成するということです。為替レートは、米ドル 80 円・ユーロ 105

円の前提です。 

 

経営戦略 

ヤマハらしい個性あるコンセプトで、お客様の期待を超えるような「モノ創り」

「マーケティング」「新しい事業」で輝くこと、また経営変革に挑戦し続けること
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を骨子とします。経営変革として、コストダウン・構造改革・真のグローバル化等

に取り組みます。 

 

事業開発戦略 

３つに層別（既存の基盤事業・次の刈り取り事業・新しい分野）して、それぞれ

に最適経営資源を投入して取り組みます。  

１つ目は、現在の基盤事業である二輪車事業・マリン事業、技術的基盤事業とし

ての自動車用エンジン事業について、新技術開発・商品競争力強化・市場拡大を図

ることで、着実な成長を目指します。２つ目は、将来成長の布石を準備してきた、

スマートパワービークル事業、特機事業、産業用機械・ロボット事業について、刈

り取りの段階に進めていきます。３つ目は、新しい分野として、新オフロードビー

クル市場導入、新コンセプトモビリティー市場導入、無人システム（陸・海・空）

など新技術導入に挑戦します。 

 

商品開発戦略 

３ヶ年・250 のニューモデルを投入します（前回中期計画比２倍）。  

「独創的なコンセプト」「卓越した性能・機能を実現する技術」「洗練された躍動

美を表現するデザイン」で、ヤマハらしい個性を発揮して、お客様の期待を超える

ようなモノ創りに挑戦します。 

 

コストダウン戦略 

２つの枠組みで、３ヶ年・900 億円のコストダウンに取り組みます。  

１つ目は、「グローバルなモノづくりを変える」ことを目的にして、製品のプ

ラットフォーム化を進めること、市場品質基準に合わせた現地設計により図面を変

えること、基本プラットフォームをベースにしたバリエーション開発を拡大するこ

とに取り組みます。  

２つ目は、「グローバルな調達・供給を拡大する」ことを目的に、調達先を集約

して戦略的協働活動を推進すること、生産のモノづくり力を高めること、ロジス

ティックスを合理化することに取り組みます。 

 

財務戦略 

積極的な成長投資と、株主還元・借入金返済をバランスさせることを目指しま

す。 

前回の中期経営計画では、財務体質改善を優先させて、投資資金枠を償却費枠内

に抑えていました。新しい中期経営計画では、投資資金枠を「償却費＋当期利益の

1/2」に拡大して成長投資に備えると同時に、株主還元・借入金返済をバランスさせ

ます。投資総額は、前回中期経営計画では 1,250 億円でしたが、新しい中期経営計
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画では 1,900 億円を予定しています。  

また、株主還元として、前回中期計画と同様に、配当性向(連結)20％以上を継続

します。 

 

ブランド戦略 

新しい中期経営計画をスタートするにあたり、グローバル・グループ全社の共通

概念として、社内・社外へのブランドメッセージを準備してきました。「感動創造

企業」を企業目的にして、新しいブランドスローガン「Revs Your Heart」（Rev：

エンジン回転を上げる・わくわくさせる・昂ぶらせる）を、全世界市場で発信して

いきます。その背景には、「ヤマハ発動機は、イノベーションへの情熱を胸に、お

客様の人生を豊かにする、期待を超える価値と感動体験を提供したい」という強い

思いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、当社グループは、「モノ創りで輝き・存在感を発揮し続ける会社」を目

指しながら、更なる企業価値向上に努めていきます。また、法令遵守をはじめとし

た企業倫理を徹底することなど、CSR 活動を推進して社会的責任を果たして参りま

す。そして、グローバル経営を進めていくなかで、コーポレート・ガバナンスを改

善することに継続的に取り組み、わかりやすい経営を実践して、ステークホルダー

の皆様との信頼関係を構築して参ります。 

 

②コーポレート・ガバナンス(企業統治)の強化による企業価値向上の取組み 

当社は、コーポレート・ガバナンスを｢長期的な企業価値最大化のために、経営体

制を規律していくこと｣と認識し、意思決定の迅速化や取締役の業績責任の明確化、

透明性のある取締役人事･報酬制度の整備などに取組んでまいりました。具体的に

は、執行役員制を導入するとともに、社外取締役を複数名選任し、経営の執行と監

督の分離に取組む一方、取締役の株主の皆様に対する責任を明確にするため、その

任期を 2 年から 1 年に短縮しております。また、任意の委員会として常勤取締役及

【中期経営目標】 

2010年 2011年 2012年 　2015年 2017年
（平成22年） （平成23年） （平成24年） (平成27年) (平成29年）

実績 実績  実績   目標 目指す姿

全製品販売台数 730万台 740万台 650万台 900万台 1,200万台

連結売上高 12,941億円 12,762億円 12,077億円 16,000億円 20,000億円

連結営業利益 513億円 534億円 186億円 800億円 1,500億円

連結営業利益率 4.0% 4.2% 1.5% 5.0% 7.5%

ROE ※ 6.7% 9.6% 2.4% 10% 15%

自己資本比率 28% 31% 32% 33% 35%

D/Eレシオ 1.2倍 1.0倍 1.1倍 1.0倍 1.0倍

コストダウン ― 　　　― 750億円 900億円 1,500億円

(3年間) (3年間) (2013年から5年間)

為替（$/€） 88/116 80/111 80/103 80/105 80/105

※　ROEは当期純利益／期末自己資本で計算しています。
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び社外取締役若干名からなる｢役員人事委員会｣を設置し、取締役・執行役員の候補

者や報酬制度・報酬額についての審議を通じて、妥当性・透明性の向上を図ってお

ります。同委員会の審議に基づき、業績連動性の高い報酬制度への変革や役員退職

慰労金の廃止を行いました。今後も、取締役会の役割を｢グループの基本方針の承認

と業務執行の監督｣、執行役員の役割を｢グループの経営及び業務執行｣と明確化し、

これに合致した経営体制の構築に取組んでまいります。 

 

これらの取組みを行う一方、機関投資家や証券アナリストへの説明会の開催、個

人投資家向けのＩＲ活動の充実を図ることで、株主の皆様との長期的な信頼関係の

構築を図ってまいります。また、株主の皆様の利益向上を最重要課題と位置づけ、

収益力のいっそうの向上に努めるとともに、配当性向を尺度として連結業績などを

総合的に考慮しながら、長期的な視点に立った配当を基本方針とし、株主の皆様の

ご期待に応えてまいりたいと考えております。 

 

2. 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針(以下｢基本

方針｣といいます。)の内容 

上記一 1 で述べましたような当社グループのブランド価値、企業価値のさらなる

向上を図るためには、ニューモデルの積極的な投入、特に新技術の導入による新た

な付加価値のある製品の開発が不可欠ですが、これを可能とするためには、新技術

を生むための研究・開発のさらなる推進が重要となります。また、環境に配慮した

低燃費エンジンの開発や電動二輪車等の次世代環境技術は将来高収益・規模成長が

期待できる事業領域ですが、かかる事業領域で当社グループが収益をあげていくた

めには、事業の基礎となる研究・開発を積極的に推進することが不可欠です。これ

らを実現するためには、長期的な視野のもとに大胆に企業施策を行わなければなり

ません。 

こうした当社グループのブランド価値、企業価値の源泉に対する理解に欠ける者

が当社を買収して財務及び事業の方針の決定を支配し、短期的な経済的効率性のみ

を重視して競争力を毀損する過度な生産コストや研究開発コストの削減を行うな

ど、中長期的視点からの継続的・計画的な経営方針に反する行為を行うことは、企

業価値及び株主共同の利益が毀損されることにつながると考えております。 

当社は上場会社でございますので、当社の株式の買付行為に応じるか否かは、株

主の皆様によって最終的に決定・判断されるべき事項であると認識しております。 

他方で、株式の買付行為の中には、その態様によっては、当社の企業価値及び株

主共同の利益を害するものも存在します。経営を一時的に支配して当社の長期継続

的発展に必要な知的財産権、ノウハウ、企業秘密情報、主要取引先や顧客等を買収

者やそのグループ会社等に移譲させることを目的とするもの、経営を支配した後に

当社の資産等を自らの債務の担保や弁済原資に当てることを目的とするもの、ある
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いは経営を一時的に支配して当社の将来の事業展開、商品開発等の準備資産・資金

を減少させるなど当社の企業としての長期継続的発展を犠牲にして一時的な高リ

ターンを実現させようとするもの、真に経営に参加する意思がないにもかかわら

ず、ただ高値で当社株式を当社やその関係者に引き取らせるもの(いわゆるグリーン

メイラー)などは、企業価値及び株主共同の利益を毀損する買収の例と考えられま

す。最初の買付株数を 51％などにとどめ全株式の買付けを勧誘せず、その後の買付

けの条件を開示せず又は不利益に設定することで結果として株主の皆様に株式の売

却を事実上強要したり、あるいは少数株主として残った株主の皆様の利益を害する

買収もあります。 

当社は、当社が企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を図るためには、当該

買収者が意図する経営方針や事業計画の内容、当該買収提案が株主の皆様や当社の

経営に与える影響、当社を取り巻く多くの関係者に対する影響、製品の安全性をは

じめとした社会的責任に対する考え方等について、事前の十分な情報開示がなされ

ることが必要であると考えております。また、買収者に対して相応の質問や買収条

件の改善を要求し、あるいは株主の皆様にメリットのある相当な代替案が提示され

る機会を確保するため、相応の検討時間・交渉力等も確保される必要があると考え

ております。 

 

二 本プランの概要 

 

1．更新に係る手続等 

本総会承認は、特定買収者等(注 2)の行使に制約が付された新株予約権(以下｢本新

株予約権｣といいます。)の株主割当て又は無償割当て(以下｢無償割当等｣といいま

す。)につき、企業価値及び株主共同の利益の確保・向上の観点から相当と認められ

る一定の附帯条件を付した上で、株主の皆様にご承認いただくものです。本新株予

約権の無償割当等に関する附帯条件を含む本総会承認の内容は、本プランの基本的

内容を構成します。なお、本総会承認は、出席株主の議決権(但し、議決権行使書に

よる出席も含みます。以下同じ。)の過半数のご賛同によりなされるものとします。 

取締役会は、本日、本新株予約権の無償割当て(その内容については別紙 1 をご参照

ください。)など本プランの具体的内容に係る事項の決議を行いました。但し、かか

る本新株予約権の無償割当ては特定買収者(注 2)が出現した場合に行われるものです

ので、現時点において本新株予約権が実際に発行されるものではありません。本新

株予約権の無償割当てについて、その内容を予め開示しておくことが、予測可能性

の観点から株主及び投資家の皆様の利益に資するものと考えられますことから、本

新株予約権の無償割当てに関する内容を可能な範囲で事前に決議し開示しておくも

のです。 
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(注 2) ｢特定買収者等｣とは、(1)特定買収者並びに(2)(上記(注 1)①に定める特定買収行

為を行った特定買収者について)その共同保有者(金融商品取引法第 27 条の 23 第 5

項、第 6 項)、(3)(上記(注 1)②に定める特定買収行為を行った特定買収者について)

その特別関係者及び(4)これらと実質的に同一の者として取締役会で定める者(※)と

します。 

※ 取締役会が、本日、｢(4)これらと実質的に同一の者として取締役会で定める者｣として決議した

内容は以下のとおりです。 

 以下のいずれかに該当すると取締役会が合理的に認めた者 

(a) 上記(1)ないし(3)に該当する者から当社の承認なく本新株予約権を譲り受け又は承継

した者 

(b) 上記(1)ないし(3)及び上記(a)に該当する者の｢関連者｣。｢関連者｣とは、実質的にそ

の者を支配し、その者に支配され若しくはその者と共同の支配下にある者、又はその

者と協調して行動する者をいう。組合その他のファンドに係る｢関連者｣の判定におい

ては、ファンド・マネージャーの実質的同一性その他の諸事情が勘案される。なお、

当社株券等に関する名義貸し若しくは借株、又は本新株予約権の行使若しくは取得に

より将来発行される当社株券等の移転その他これに準ずる特段の合意を上記(1)のう

ち上記(注 1)①に定める特定買収行為を行った者又は上記(2)に該当する者との間で

行っている者について、取締役会は当該(1)のうち上記(注 1)①に定める特定買収行

為を行った者又は上記(2)に該当する者の｢関連者｣とみなすことができる。 

 

｢特定買収者｣とは、特定買収行為を行った者で、特定買収行為を行った時点(上記

(注 1)①②のいずれか早い時点とします。)までに下記 2.に述べる確認決議を得な

かった者をいいます。 

但し、以下の者は｢特定買収者｣に該当しないものとします。 

(a) 当社、当社の子会社、当社の従業員持株会及びこれらと実質的に同一の者と

して取締役会で定める者(※) 

(b) 当社の行った自己の株式の消却又は取得その他取締役会が定める行為(※)の

みに起因して株券等保有割合が 20％以上となった者(その者の株券等保有割合

が当該行為以外の態様によってその後に 1％以上増加することとなった場合を

除きます。) 

※ 取締役会は、本日、｢(a)これらと実質的に同一の者として取締役会で定める者｣として｢当

社の従業員持株会のために当社株式を保有する者｣を、｢(b)取締役会が定める行為｣として

｢当社の行った発行済株式総数若しくは議決権の総数を減少させる行為又は本新株予約権の

割当て、行使若しくは強制取得の行為｣をそれぞれ定めております。 

  

2．買収提案者出現時について 

本プランは、特定買収行為が当社の企業価値及び株主共同の利益に与える影響等に
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ついて、事前の必要かつ十分な情報開示と相当な検討・協議期間等を確保し、もって

企業価値及び株主共同の利益を確保・向上することを目的としております。 

取締役会は、特定買収行為を企図する者に対して、特定買収行為に関する提案(以

下の(a)ないし(h)に掲げる事項を含む当社が合理的に求める必要情報が記載されるも

のとします。必要情報が記載された当該提案を以下｢買収提案｣といい、買収提案を

行った者を以下｢買収提案者｣といいます。)を予め書面により当社に提出し確認決議

を求めるよう要請するものとし、特定買収行為を企図する者は、その実行に先立ち買

収提案を提出して確認決議を求めるものとします。 

(a) 特定買収行為を企図する者(グループ会社その他の関係者を含む。)に関する事

項 

(b) 買収の目的 

(c) (i)支配権取得又は経営参加を目的とする場合には支配権取得又は経営参加の

方法、買収後の当社の経営方針と事業計画、組織再編、役員構成の変更その他

当社の経営方針に対して重大な変更を加え又は重大な影響を及ぼす行為を予定

している場合はその内容及び必要性、(ii)純投資又は政策投資を目的とする場

合には株券等取得後の当該株券等の保有方針、売買方針及び議決権の行使方針

及びその理由、長期的な資本提携を目的とする政策投資として買付け等を行う

場合はその必要性 

(d) 特定買収行為後の当社株券等の追加取得予定の有無、その理由及び内容 

(e) 対価の算定の基礎とその経緯 

(f) 買収資金の裏付け 

(g) 当社の利害関係者に与えうる影響 

(h) その他下記①及び②記載の事項に関連する情報として当社が合理的に求める必

要情報 

 

｢確認決議｣とは、下記に述べます企業価値委員会が行った勧告決議を受けてなされ

る本新株予約権の無償割当等を行わない旨の取締役会決議をいいます。 

なお、本プランの迅速な運営を図る観点から、必要情報が不足していることにより

買収提案とは認められない提案につき、当該当社株式の取得に係る提案を行った者に

対し、当社は必要に応じて情報提供を要請する場合があります。 

この場合、最初の情報提供要請を当該提案者に対して行った日から起算して 60 日

を上限として、提案者に対して情報提供を要請しかつ当該提案者が回答を行う期間

(以下｢情報提供要請期間｣といいます。)を設定することを基本とし、万が一必要情報

が十分に揃わない場合であっても情報提供要請期間の満了をもって企業価値委員会の

検討・審議期間を開始することを基本方針といたします。なお、合理的な理由に基づ

く延長要請があった場合には、当社は必要に応じて情報提供要請期間を延長すること

ができるものとしますが、当該延長期間も 30 日を上限とするものとします。 
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取締役会は、受領した買収提案を、企業価値委員会に速やかに付議し、またその旨

を法令の要請に従い開示します。企業価値委員会は、買収提案を検討し、当該買収提

案について取締役会が確認決議を行うべきである旨を勧告する決議(以下｢勧告決議｣

といいます。)を行うかどうかを審議します。企業価値委員会の決議結果は開示され

るものとします。 

 

企業価値委員会は、取締役会から付議される買収提案を検討し、勧告決議を行うか

どうかを審議するほか、取締役会から付議されるその他の事項を審議するものとし、

その決議は、全委員の過半数により行うものとします。企業価値委員会の委員は、当

社の社外役員の中から、取締役会において選任されます。なお、本総会承認が得られ

た場合には、企業価値委員会の委員として、当社の現社外取締役であり本定時総会に

おける社外取締役候補者である桜井正光氏及び当社の現社外監査役であり本定時総会

における社外監査役候補者である河和哲雄氏に加え、本定時総会における当社の社外

取締役候補者である安達保氏及び社外監査役候補者である遠藤功氏の 4 名が、本定時

総会において取締役又は監査役として選任されることを条件として就任する予定です

（企業価値委員会の委員に就任予定の各氏の略歴につきましては別紙 2 をご参照くだ

さい。)。 

 

企業価値委員会の検討・審議期間は、取締役会による買収提案受領日又は情報提供

要請期間の満了日のいずれか早い日から 60 日(対価を円貨の現金のみとした買付上限

株数を設けない買収提案以外の場合には 90 日)以内とします。合理的理由がある場合

に限り、30 日を上限として検討・審議期間が延長されることがあり得ますが、その場

合には、当該理由及び延長予定期間について開示いたします。 

企業価値委員会における勧告決議の検討・審議は、当該買収提案が企業価値及び株

主共同の利益の確保・向上に適うものであるかどうかの観点(下記①及び②の観点を

含みます。)から真摯に行われるものとします。なお、企業価値委員会は、本プラン

の手続を遵守した買収提案で以下に掲げる事項が全て充たされていると認められるも

のについては、勧告決議を行わなければならないものとします。 

① 下記のいずれの類型にも該当しないこと 

(a) 株式を買い占め、その株式について当社又はその関係者に対して高値で買取

りを要求する行為 

(b) 当社を一時的に支配して当社の重要な資産等を移転させるなど、当社の犠牲

の下に買収提案者又はそのグループ会社その他の関係者の利益を実現する経

営を行う行為 

(c) 当社の資産を買収提案者又はそのグループ会社その他の関係者の債務の担保

や弁済原資として流用する行為 

(d) 当社の経営を一時的に支配して将来の事業展開、商品開発等に必要な資産や
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資金を減少させてその処分利益をもって一時的な高配当やそれによる株価の

急騰をねらって高値で売り抜けるなど、当社の継続的発展を犠牲にして一時

的な高い収益その他のリターンを得ようとする行為 

② 当該買収提案に係る取引の仕組み及び内容が、強圧的二段階買付(最初の買付け

で全株式の買付けを勧誘することなく、二段階目の買付条件を不利に設定し、

あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式買付けを行うことをいいます。)

その他買収に応じることを当社株主に事実上強要するおそれがあるものではな

いこと 

 

取締役会の確認決議は、企業価値委員会の勧告決議に基づいてなされるものとしま

す。取締役会は、企業価値委員会から勧告決議がなされた場合、取締役としての善管

注意義務に明らかに反する特段の事情がない限り、速やかに確認決議を行わなければ

ならないものとし、確認決議を受けた買収提案に対して本新株予約権の無償割当等を

行うことができないものとします。 

 

3．特定買収者出現時について 

特定買収者が出現した場合(出現の有無は、当社に提出された大量保有報告書、公

開買付届出書その他適切な方法により判断するものとします。)、すなわち確認決議

を得ない特定買収行為が行われた場合、取締役会は、特定買収者が出現した旨の開示

のほか、無償割当等の基準日、無償割当等の効力発生日その他本新株予約権の無償割

当等に関する必要事項を決定する決議を行い、決定された事項を公表の上、本新株予

約権の無償割当等を実行するものとします。但し、無償割当等の基準日以前の日で取

締役会が定める日(※)までに以下の(a)ないし(c)のいずれかの事由が生じた場合に限

り、当該日までに、決議を行った本新株予約権の無償割当等の効力を生じさせない旨

を決議することができるものとします。 

(a) 特定買収者の株券等保有割合が 20％を下回った旨の大量保有報告書が特定買

収者から提出された場合 

(b) 特定買収行為に該当する公開買付けが開始された場合で、当該公開買付けが終

了し又は撤回され、その結果、株券等保有割合が 20％以上となる当社株券等

の保有者が出現しないこととなった場合 

(c) 上記(a)(b)のほか、当該特定買収行為による脅威がなくなったと取締役会が合

理的に認めた場合 

※ 取締役会は、本日、｢無償割当等の基準日以前の日で取締役会が定める日｣として、｢無償割当

基準日の 4営業日前の日｣を定めております。 

 

4．本総会承認及び本プランの有効期間等 

本総会承認の有効期間は、平成 28 年に開催される定時株主総会の終結後最初に開
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催される取締役会の終結のときまでとしております。また、下記 5.(5)に述べるとお

り、本総会承認の有効期間中においては、本総会承認の授権の範囲内で、取締役会が

1 年ごとに本プランの内容を決定することとしておりますので、本プランの有効期間

は、翌年に開催される定時株主総会の終結後最初に開催される取締役会の終結のとき

までとしております。但し、本総会承認又は本プランの有効期間の終了時点で特定買

収者が出現している場合には、当該特定買収者に対する措置としてその効力が存続し

ます。 

なお、本プランの運用にあたって当社が行う｢株券等保有割合｣、｢保有者｣、｢共同

保有者｣、｢株券等所有割合｣、｢特別関係者｣、｢特定買収者等｣、｢関連者｣、｢実質的同

一性｣その他の必要事項の確認又は認定等は、当該確認又は認定等が必要な時点にお

いて当社が合理的に入手できた情報に依拠して行うことができるものとします。 

本プランにおいて、金融商品取引法(昭和 23 年 4 月 13 日法律第 25 号。その後の改

正を含む。)の規定に依拠して定義されている用語については、同法に改正がなされ

た場合には、同改正後の規定において相当する用語に読み替えられるものとします。

また、本決議で引用する法令の規定は、平成 25 年 2 月 14 日現在施行されている規定

を前提にしたものであり、同日以降、法令の改廃により上記各項に定める条項又は用

語に修正を加える必要が生じた場合には、当社取締役会において、当該改廃の趣旨を

踏まえて、適宜合理的範囲内で読み替えることができるものとします。 

 

5．本プランの合理性を高めるための工夫(株主意思の反映のための特段の措置等) 

本プランは、企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を目的として導入・更新さ

れるものですが、その合理性を高めるため以下のような特段の工夫を施しておりま

す。 

 

(1) 導入・更新にあたっての株主意思の確認 

当社は、株主の皆様の意思を適切に反映させる機会を得るため、本プランを導

入・更新するにあたり、本定時総会において株主の皆様にご承認いただくことと

いたしております。附帯条件を含む本総会承認の内容は本プランの基本的内容を

構成するものであり、取締役会は本総会承認の内容に服した上で、本新株予約権

の無償割当等に関する事項や本プランの円滑な実行に必要な事項・措置を定める

こととなります。 

 

(2) 本プランが 1 回の株主総会決議を通じて廃止可能であること 

当社取締役の任期は 1 年であり、任期期差制や解任要件の普通決議からの加重

等も行っておりません。従って、1 回の株主総会普通決議による取締役の選解任

を通じて、取締役会決議により本プランを廃止することが可能であり、この点に

おいても株主の皆様の意思が反映されることとなっております。 
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(3) 当社経営陣からの独立性が確保された社外役員からなる企業価値委員会による拘

束力ある勧告 

本プランにおける判断の中立性を担保するため、当社の業務執行に従事してい

ない独立性が確保された当社社外役員のみから構成される企業価値委員会が、買

収提案の内容につき検討を行い、会社に対し負う当社役員としての法的義務を背

景に、企業価値及び株主共同の利益の確保・向上に適うものであるかどうかの観

点から買収提案について真摯に審議します。 

そして、企業価値委員会から取締役会に対し、確認決議を行うべきである旨の

勧告決議がなされた場合、取締役会は、取締役としての善管注意義務に明らかに

反する特段の事情がない限り、同勧告決議に従い確認決議を行わなければならな

いこととされています。 

 

(4) 客観性を高めるための仕組み 

企業価値委員会は、上記 2．①及び②に掲げる事項が全て充たされていると認

められる買収提案については、勧告決議を行わなければならないものとしてお

り、客観性を高めるための仕組みが採られています。 

 

(5) 本総会承認の有効期間の設定等 

上記 4．記載のとおり、本総会承認の有効期間を本定時総会から 3 年に設定し

ております。有効期間中は、本総会承認の授権の範囲内で、取締役会が 1 年ごと

に本プランの内容を決定することとしており、関連する法制度の動向その他当社

を取り巻く様々な状況に対応することが可能となっております。3 年が経過した

時点で、取締役会は、附帯条件の見直し等を含め、改めて株主意思の確認を行

い、株主の皆様にご判断いただくことを予定しております。但し、有効期間内で

あっても、本プランは、上記(2)にも記載のとおり、株主総会普通決議による取

締役の選解任等を通じて、取締役会決議によりいつでも廃止可能であります。 

 

(6) 政府指針の適法性・合理性の要件を全て充たしていること 

本プランは、経済産業省及び法務省が定めた平成 17 年 5 月 27 日付｢企業価

値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針｣が求める

適法性の要件(新株予約権等の発行の差止めを受けることがないために充たすべ

き要件)、合理性の要件(株主や投資家等関係者の理解を得るための要件)を全て

充たしております。また、経済産業省企業価値研究会の平成 20 年 6 月 30 日付報

告書｢近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方｣の提言内容にも合致し

ております。 
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三 株主・投資家の皆様に与える影響等 

 

1．株主・投資家の皆様に与える影響 

本プランは、上記一において述べましたとおり、当社の企業価値及び株主共同の

利益を確保・向上させることを目的としており、株主・投資家の皆様の利益に資す

るものであると考えております。そして、本プランの導入・更新時点において新株

予約権の発行は行われませんので、株主・投資家の皆様の権利に影響が生じること

はありません。 

仮に特定買収者が将来出現した場合、すなわち確認決議を得ない特定買収行為が

行われた場合には、上記二 3．のとおり本新株予約権の無償割当てが行われ本新株予

約権が株主の皆様全員に自動的に割り当てられますので、新株予約権の割当ての申

込みを行わないことに伴う失権者が生じることはありません。また本新株予約権を

当社が一斉に強制取得し、行使条件を充たしている本新株予約権に対して当社株式

を交付することも可能としております。なお、無償割当基準日の 3 営業日前の日以

降において上記二 3．に述べました無償割当ての中止や割り当てた本新株予約権の無

償取得を行うことは予定しておりません。 

 

2．株主・投資家の皆様に必要となる手続 

本プランの導入・更新時点において、株主・投資家の皆様に必要となる手続等は

ございません。 

仮に特定買収者が出現した場合には、上記 1．のとおり、取締役会は、その旨及び

無償割当基準日等を決議し公表します。本新株予約権は無償割当基準日時点の株主

の皆様全員に無償で自動的に割り当てられますので、当社が上記公表においてご案

内する内容に従い、所定の手続を行っていただくことをお願いいたします。 

本新株予約権の無償割当てが行われた場合、株主の皆様は、当社所定の新株予約

権行使請求書その他当社の定める書類をご提出いただくとともに取得する株式 1 株

あたり 1 円の払込みを行うことによって、本新株予約権を行使することができま

す。但し、上記 1．のとおり本新株予約権の強制取得が行われる場合には、行使条件

を充たしている本新株予約権に対して当社株式が自動的に交付されますので、株主

の皆様に本新株予約権の行使手続をとっていただく必要はございません。なお、特

定買収者等に該当しないことを確認させていただくための合理的手続を定めること

を予定しております。 

 

四 その他 

 

本プランを本定時総会での株主の皆様のご承認の下に更新することにつきまして、

平成 25 年 2 月 14 日開催の当社取締役会において、取締役の全員一致で承認されまし
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た。また社外監査役 2名を含む監査役全員からも、同意を得ております。 

 

以 上 
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別紙 1 

 

本新株予約権及び無償割当ての内容 

 

一 本新株予約権の内容は以下のとおりとする。 

1. 本新株予約権の目的となる株式の種類 

 当社普通株式 

 

2. 本新株予約権の目的となる株式の数 

 本新株予約権 1 個あたりの目的となる株式の数は、2 株以下で取締役会が別途

定める数とする。 

 

3. 本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

 本新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は 1 円に各

本新株予約権の目的となる株式の数を乗じた額とする。 

 

4. 本新株予約権を行使することができる期間 

 無償割当効力発生日以後の日から開始する取締役会が別途定める一定の期間と

する。行使期間の最終日が行使に際して払い込まれる金銭の払込取扱場所の休業

日にあたるときは、その前営業日を最終日とする。 

 

5. 本新株予約権の行使条件 

(1)  特定買収者等が保有する本新株予約権(実質的に保有するものを含む。)

は、行使することができない。 

(2)  新株予約権者は、当社に対し、上記 5(1)の条件を充足していること(第三

者のために行使する場合には当該第三者が上記 5(1)の条件を充足している

ことを含む。)についての表明・保証条項、補償条項その他当社が定める事

項を記載した書面、合理的範囲内で当社が求める条件充足を示す資料及び法

令等により必要とされる書面を提出した場合に限り、本新株予約権を行使す

ることができるものとする。 

(3)  適用ある外国の証券法その他の法令上、当該法令の管轄地域に所在する者

による本新株予約権の行使に関し、所定の手続の履行又は所定の条件の充足

が必要とされる場合、当該管轄地域に所在する者は、当該手続及び条件が全

て履行又は充足されていると当社が認めた場合に限り、本新株予約権を行使

することができる。なお、当社が上記手続及び条件を履行又は充足すること

で当該管轄地域に所在する者が本新株予約権を行使することができる場合で

あっても、当社としてこれを履行又は充足する義務を負うものではない。 
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(4)  上記 5(3)の条件の充足の確認は、上記 5(2)に定める手続に準じた手続で

取締役会が定めるところによる。 

 

6. 本新株予約権の行使手続等 

(1)  本新株予約権の行使は、当社所定の新株予約権行使請求書に、行使する本

新株予約権の個数、対象株式数及び住所等の必要事項その他取締役会決議に

より別途定められる必要事項を記載し、これに記名捺印した上、取締役会決

議により別途定める必要書類を添えて取締役会決議にて別途定める払込取扱

場所に提出し、かつ、上記 3 に規定する価額の全額を当該払込取扱場所に払

い込むことにより行われるものとする。 

(2)  本新株予約権の行使請求の効力は、上記 6(1)の規定に従い、行使に係る

新株予約権行使請求書及び添付書類が払込取扱場所に到着した時に生じるも

のとする。本新株予約権の行使の効力は、かかる本新株予約権の行使請求の

効力が生じた場合であって、かつ、当該行使に係る本新株予約権の目的たる

株式の行使価額の全額に相当する金額が払込取扱場所において払い込まれた

ときに生じるものとする。 

 

7. 譲渡承認 

 譲渡による本新株予約権の取得には、取締役会(又は会社法第 265 条第 1 項但

書の規定に従い取締役会が定める機関)の承認を要する。 

 

8. 取得条項 

(1)  当社は、無償割当効力発生日以後の日で取締役会が定める日において、未

行使の本新株予約権で上記 5(1)(2)の規定に従い行使可能な(すなわち特定

買収者等に該当しない者が保有する)もの(上記 5(3)に該当する者が保有す

る本新株予約権を含む。下記 8(2)において｢行使適格本新株予約権｣とい

う。)について、取得に係る本新株予約権の数に、本新株予約権 1 個あたり

の目的となる株式の数を乗じた数の整数部分に該当する数の当社普通株式を

交付して取得することができる。 

(2)  当社は、無償割当効力発生日以後の日で取締役会が定める日において、未

行使の本新株予約権で行使適格本新株予約権以外のものについて、取得に係

る本新株予約権と同数の新株予約権で特定買収者等の行使に制約が付された

もの(譲渡承認その他取締役会が定める内容のものとする。)を交付して取得

することができる。なお、当該取得の対価として現金の交付は行わない。 

(3)  本新株予約権の強制取得に関する条件の充足の確認は、上記 5(2)に定め

る手続に準じた手続で取締役会が定めるところによる。 
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9. 資本金及び準備金に関する事項 

 本新株予約権の行使及び取得条項に基づく取得等に伴い増加する資本金及び資

本準備金に関する事項は、法令の規定に従い定める。 

 

10. 端  数 

 本新株予約権を行使した者に交付する株式の数に 1 株に満たない端数があると

きは、これを切り捨てる。但し、当該新株予約権者に交付する株式の数は、当該

新株予約権者が同時に複数の本新株予約権を行使するときは各本新株予約権の行

使により交付する株式の数を通算して端数を算定することができる。 

 

11. 新株予約権証券の発行 

 本新株予約権については新株予約権証券を発行しない。 

 

二 本新株予約権の無償割当ての内容は以下のとおりとする。 

1. 株主に割り当てる本新株予約権の数 

 当社普通株式(当社の有する普通株式を除く。)1 株につき本新株予約権 1 個の

割合で割り当てることとし、割り当てる本新株予約権の総数は、無償割当基準日

における当社の最終の発行済株式総数(但し、当社の有する普通株式の数を除

く。)と同数とする。 

 

2. 本新株予約権の無償割当ての対象となる株主 

 無償割当基準日における当社の最終の株主名簿に記載又は記録された当社普通

株式の全株主(但し、当社を除く。)とする。 

 

3. 本新株予約権の無償割当ての効力発生日 

 無償割当基準日以降の日で取締役会が別途定める日とする。 

 

以 上 
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別紙 2 

 

 

 当社の企業価値委員会の委員に就任予定の各氏の略歴は以下のとおりです。なお、以下

の 4名は、いずれも当社経営陣からの独立性が確保された社外役員(候補者)であります。 

 

河和 哲雄  

［略歴］ 昭和 50 年 ４月 弁護士登録(東京弁護士会) 現在に至る 

平成 14 年 ８月 法制審議会会社法(現代化関係)部会委員 

平成 14 年 ９月 日本弁護士連合会司法制度調査会特別委嘱委員 

現在に至る 

平成 19 年 ６月 株式会社日清製粉グループ本社監査役就任 現在に至る 

平成 21 年 ３月 当社監査役就任 現在に至る 

 

 

桜井 正光  

［略歴］ 昭和 41 年 ４月 株式会社リコー入社 

平成 ４年 ６月 同社取締役就任  

平成 ６年 ６月 同社常務取締役就任  

平成 ８年 ４月 同社代表取締役社長就任  

平成 17 年 ３月 コカ・コーラウエストジャパン株式会社 

        (現コカ・コーラウエスト株式会社)代表取締役会長就任  

平成 17 年 ６月 株式会社リコー代表取締役社長執行役員就任 

平成 18 年 ７月 コカ・コーラウエスト株式会社取締役就任 現在に至る 

平成 19 年 ４月 株式会社リコー代表取締役会長執行役員就任 

平成 20 年 ６月 オムロン株式会社取締役就任 現在に至る 

平成 23 年 ３月 当社取締役就任 現在に至る 

平成 23 年 ４月 株式会社リコー取締役会長執行役員就任 現在に至る 

 

 

安達 保  

［略歴］  昭和 52 年 ４月 三菱商事株式会社入社 

昭和 63 年 １月 マッキンゼー・アンド・カンパニー・インク・ジャパン 

入社 

平成 ７年 ６月 同社パートナー就任 

平成 ９年 ３月 ＧＥキャピタル・ジャパン事業開発本部長 

平成 11 年 ３月 株式会社日本リースオート代表取締役社長 
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平成 12 年 12 月 ＧＥフリートサービス株式会社代表取締役社長 

平成 15 年５月 カーライル・ジャパン・エルエルシー マネージングディ

レクター 日本代表 

平成 15 年６月 株式会社ベネッセコーポレーション(現株式会社ベネッセ

ホールディングス)取締役就任 

      平成 19 年 11 月 カーライル・ジャパン・エルエルシー マネージングディ 

レクター 日本共同代表 現在に至る 

平成 21 年６月 株式会社ベネッセコーポレーション(現株式会社ベネッセ

ホールディングス)取締役就任 現在に至る 

 

遠藤 功 

［略歴］  昭和 54 年 ４月 三菱電機株式会社入社 

昭和 63 年 10 月 ボストン・コンサルティング・グループ入社 

平成 ４年 10 月 アンダーセン・コンサルティング 

(現アクセンチュア株式会社)入社 

平成 ９年９月 日本ブーズ・アレン・アンド・ハミルトン株式会社 

   (現ブーズ・アンド・カンパニー株式会社)パートナー兼 

取締役就任 

平成 12 年５月 株式会社ローランド・ベルガー日本法人代表取締役社長 

就任 

平成 18 年４月 同社日本法人会長就任 現在に至る 

平成 18 年４月 早稲田大学大学院商学研究科教授 現在に至る 

平成 23 年５月 株式会社良品計画取締役就任 現在に至る 

 

以 上 
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別紙 3 

大株主の状況 

 

平成 24 年 12 月 31 日現在 

大 株 主 
持 株 数 

(千株) 

持株比率 

(％) 

ヤマハ株式会社 42,619 12.21

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 33,775 9.67

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 12,504 3.58

トヨタ自動車株式会社 12,500 3.58

株式会社みずほ銀行 10,938 3.13

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 8,808 2.52

三井物産株式会社 8,586 2.46

ザ バンク オブ ニューヨーク  －   ジャスディックトリーティー アカウント 6,881 1.97

株式会社静岡銀行 6,813 1.95

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口９) 6,783 1.94

(注)持株比率は自己株式(624,794 株)を控除して計算しております。 
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